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 要 旨   
 肝臓に対するアルコール摂取の影響については議論が多い。近年の報告では、中程度の

アルコール摂取がアラニンアミノトランスフェラーゼレベルの上昇を減少させることを示

唆している。脂肪肝進行におけるアルコール摂取の役割については明らかにはされていな

い。本研究の目的は大規模な日本人集団におけるアルコール摂取と脂肪肝の関係について

調べることである。2007 年 5 月から 2008 年 7 月の間に筆者らの機関で完全な医療調査を

受けた合計 7431 名の無症状の男性被験者を集めた。B 型または C 型肝炎ウイルス陽性のも

の、肝毒性薬剤摂取の可能性があるもの、代謝異常の治療中のものは排除した。脂肪肝は

超音波検査によって調べた。内蔵と皮下脂肪組織はコンピューター断層撮影によって測定

した。脂肪肝に相関がある独立した有意な予測因子を多重ロジスティック回帰分析によっ

て決定した。最初の研究の調査対象の中で 130 名が B 型肝炎陽性（1.7%）、66 名が C 型肝

炎陽性（0.8%）であった。5599 名の男性（50.9±8.1 歳）について断面的に研究を行った。

潜在的交絡変数で調整後、多変量解析によって軽度（40-140g/週当たり）、重度（140-280g/
週当たり）のアルコール摂取は有意にそして独立して脂肪肝の可能性を減少させることが

わかった（それぞれオッズ比=0.824 と 0.754、95%信頼区間=0.683-0.994 と 0.612-0.928、
p=0.044 と 0.008）。内蔵脂肪、皮下脂肪、低密度リポタンパク質、トリグリセリド、空腹

時血糖は脂肪肝の有病率の増加の有意な予測因子であったが、年齢は脂肪肝の有病率の減

少の予測因子であった。 
 

 




